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回0％、練習時15回5.2％であった。Pain in the 
bodyの入力人数・発生率はレギュラー群が試合
時1回6.6％、練習時14回4.3％であった。非レギ
ュラー群が試合時0回0％、練習時10回3.4％であ
った。どちらの項目も試合時より練習時の方かア
ラートの発生件数が高い結果となった。
Ⅴ．考　　察
本研究では、練習や試合での学生の疲労度をモ
ニターし分析することで、シーズン中の練習強度
をコントロールする指標を抽出することを目的と
した。
結果にあるように、レギュラー群、非レギュラ
ー群についても入力率が非常に低く、正確なコン
ディションや練習強度について判断するには信頼
性の欠ける数字であった。しかしながら、学生が
自分のスマートフォンから短時間で入力できる手
軽さを考慮すると管理ソフト活用の価値と可能性
は非常に大きいと考える。
今後の課題として、学生の内面にある「意識と
心がけ」に働きかけ、学生が自分の意思で資質向
上に努める姿勢を育めるような指導をすることが
できれば、学生の行動を変化させることができる
可能性が充分にあると考えられる。
具体的なプランとして、 学生に再度「競技水
準」を上げるためにはコンディショニングマネジ
メントが重要であり、そのために「意識と心がけ」
の改善にも粘り強く取り組む事で、行動の質（ア
プリケーションの入力回数など）を向上させなけ
ればならない。さらには、GPSと連携した練習や
試合の疲労度をモニターする。内容としては、練
習メニューの走行距離、スピード、コンタクト強
度、時間による疲労度をデータに取ることによっ
て、試合に近い高強度練習を行うタイミングを判
断し、競技力向上と傷害予防に繋がると推察され
る。
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